
日ラグ協発第 26-179 号 

2026 年 6 月 5 日 

関東ラグビーフットボール協会 

理事長  陶久 昌明 様 

関西ラグビーフットボール協会 

理事長  中島 誠一郎 様 

九州ラグビーフットボール協会 

理事長  御領園  昭彦 様 

写) 支部協会安全対策委員長 各位 

 

(公財)日本ラグビーフットボール協会 

専務理事 岩渕 健輔 

安全対策委員会委員長 齋藤 守弘 

 

2026夏季の練習および合宿について（通達） 

 

平素は日本ラグビーの普及発展に多大なるご尽力を賜りまして厚く御礼申し上げます。 

近年、真夏日（30℃以上）を記録する時期が早くなり、熱中症の発生がこれまで以上に危惧されていま

す。今年も夏季の練習および合宿の実施につきましては、熱中症対応をはじめとして安全対応を最優先

に計画いただくように、当通達をお届けします。選手、選手の家族、関係者、地域社会における安全を最

優先に確保することが最優先事項であることを認識し、ラグビーに関わる全ての皆様がラグビー競技そ

のものが持つ社会的価値・社会的責任について強く意識を持って安全対策に取り組んでいただきたいと

思います。日本協会の安全対策委員会では夏季の活動に向けて、以下の 8 文書及び関連資料を日本協会

ホームページ「2026 夏季の練習および合宿について」(https://www.jrfuplayerwelfaresummer.com/)の中に

掲載しておりますのでご活用ください。(暑熱対策に対する新しい資料も追加公開いたしましたのでご確

認ください。) 

 

・「熱中症対策」 

・「食中毒を予防するために」 

・「感染症を予防するために」 

・「雷への対応」 

・「脳振盪への対応」 

・「夏季の練習・合宿に向けた緊急時対応計画(EAP)作成」 

（参考資料）「夏合宿の安全対策」 

（参考資料）「夏季の大会運営での安全対策」 

 

当通達についての問い合わせは、日本協会テクニカルサービス部門までお願いいたします。 

■通達対象：都道府県協会、都道府県協会安全対策委員長、加盟チーム、セーフティーアシスタント 

■文書作成：日本ラグビーフットボール協会 安全対策委員会 テクニカルサービス部門 

■問い合わせ先：日本ラグビーフットボール協会 テクニカルサービス部門 

(technical_services_division@rugby-japan.or.jp) 
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